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研究題目：富山県におけるアユ冷水病菌の分布状況と抗菌剤耐性の解析 

 

【研究概要】 

 冷水病菌（フラボバクテリウム サイクロフィラム）はアユやニジマス等に感

染する致死性の病原体であり、1980 年代に北米から侵入したと考えられている。

現在では富山県を含む国内の多くの河川等から検出されており、養殖魚の感染予

防と漁業事業振興の観点から、本病原体の棲息状況や抗菌剤耐性度の把握が急務

である。 

 そこで本研究の代表者らは、富山県内の河川水を採水し、その中に含まれる細

菌を分離、培養し、冷水病菌及びその近縁種がどの程度検出されるか解析した。

また、検出された菌種について電子顕微鏡による形態観察と分子生物学的手法に

よる遺伝子解析を行うとともに、様々な抗菌剤の感受性（耐性度）を解析した。 

 

【成果要約】 

 本研究実施期間のうち春と夏の河川水採水にて 15 株のフラボバクテリウム属

細菌を分離した。微生物学的所見、及び遺伝子解析の結果、これらはすべて冷水

病菌の近縁種であることが分かった。これらの菌株はカナマイシンに耐性を示し、

うち 1 株は試験中に耐性度の上昇がみとめられた。この株は同時に複数の抗菌剤

に対しても耐性度が上昇し、抗菌剤に対して耐性を獲得しやすい性質を有してい

ると判断された。この株の病原性については未確認であるが、養魚場での抗菌剤

使用には十分な注意が必要であると思われる。 

 本研究の過程で、培養法では冷水病菌の検出が困難であると思われたため、本

菌種特異的な遺伝子を増幅することによるリアルタイム高感度検出法を検討した。

その結果、別種の菌が多数混入した条件でも 1 菌体の冷水病菌が存在すれば検出

可能な鋭敏な検出系を開発することができた。今後、この検出系を用いて、富山

県内の河川水中に冷水病菌がどの程度棲息しているのか解析することが可能とな

ると思われる。 



 本研究成果の一部は第 47 回日本水環境学会（平成 25 年 3 月）にて報告した。

学会発表ポスターを別紙 1 に示す（謝辞は別葉として学会会場のポスター横に掲

示）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙 1 
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【雑誌論文，学会発表，図書，新聞掲載，研究に関連して作成した Web ペー

ジ，産業財産権（特許権等）の出願・取得状況について記入】 

 

学会発表 1 件 

「Flavobacterium 属河川分離株の抗菌薬感受性の解析」 

羽根田ゆかり、佐藤彩、今野法子、田中大祐、中村省吾、安川洋生 

第 47 回日本水環境学会 平成 25 年 3 月 11〜13 日 

 

 

 

 

 

経費の 

執行状況 

区分 執行額（円） 備考 

培地用試薬 

抗菌剤感受性試験試薬 

DNA 解析用試薬 

電子顕微鏡用導電試薬 

合成 DNA 

プラスチック実験器具 

ガラス実験器具 

 

計 

97508 

20793 

400388 

200224 

110853 

46,156 

            24078 

 

           900000 
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